
Ⅲ-3-⑨省エネルギーの実績と目標

エネルギー効率の改善目標

出典：第6次エネルギー基本計画関連資料 P69

2030年に向けての省エネ（③）は、石油ショックを含めた20年間（①）と同じ程度の削減率が必要とされてい

ますが、直近の4年間は、目標に比べ、少し効率が悪くなっています。

出典：エネルギー白書2024【第211-1-1】
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40％程度の改善が必要

（最も省エネが進んだ
20年間）

（2022年：計画77に対し実績78.5）

https://www.meti.go.jp/press/2021/10/20211022005/20211022005-3.pdf
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